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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
蛍光着色を有するシート物品であって、
該物品が、
　下層ポリマー内に少なくとも１種の第一蛍光染料を含む下層着色蛍光フィルム、ここで
該下層ポリマーがアクリル樹脂であり、そして該第一蛍光染料がペリレンイミド染料であ
る、
　上層ポリマー内に少なくとも１種の第二蛍光染料を有する上層着色蛍光フィルム、ここ
で該上層ポリマーがポリカーボネートであり、該第二蛍光染料がベンゾチアジン染料であ
り、そして該上層着色蛍光フィルムが該下層着色フィルムに比べてより良好な蛍光色安定
性を有する、及び
再帰反射性要素
を含み、
　該下層が該上層と該再帰反射性要素との間に存在するか、または該再帰反射性要素は該
下層中に形成されており、そして、
　該物品が、該下層着色蛍光フィルム及び該上層着色蛍光フィルムの両方と異なる選択さ
れた蛍光着色を有する、前記物品。
【請求項２】
　該物品の該選択された蛍光着色が、蛍光黄色、蛍光黄緑色、蛍光オレンジ色、蛍光赤色
、蛍光青色及び蛍光緑色から成る群より選択される、請求項１に記載の物品。
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【請求項３】
　該選択された蛍光着色が：（ｘ＝０．４７９，ｙ＝０．５２０），（ｘ＝０．４４６，
ｙ＝０．４８３），（ｘ＝０．５１２，ｙ＝０．４２１）及び（ｘ＝０．５５７，ｙ＝０
．４４２）によって規定される“ｘ”及び“ｙ”色度座標を有する蛍光黄色である、請求
項１又は２に記載の物品。
【請求項４】
　該上層着色蛍光フィルムが、ＵＶ光を遮断する特性；２５０ｎｍ～５２０ｎｍの波長を
有する光を実質的に遮断する特性；該下層フィルムに比べて脆弱ではなく、該物品が該下
層に比べてより大きな耐衝撃性を有する特性；及びそれらの組合せから成る群より選択さ
れる特性を有する、請求項１～３のいずれか１項に記載の物品。
【請求項５】
　該上層着色蛍光フィルムが２８０ｎｍ～４５０ｎｍの波長を有する光を実質的に遮断す
る、請求項１～４のいずれか１項に記載の物品。
【請求項６】
　該第二蛍光染料が、該第一染料に比べて、より大きな昼間輝度率“Ｙ％”を有する、請
求項１～５のいずれか１項に記載の物品。
【請求項７】
　該再帰反射性要素がマイクロプリズム要素である、請求項１～６のいずれか１項に記載
の物品。
【請求項８】
　該再帰反射性要素を配置して、封入レンズ型再帰反射性構造又は密閉レンズ型構造を提
供する、請求項１～７のいずれか１項に記載の物品。
【請求項９】
　該物品が、屋外条件に対する長期曝露後に、該下層又は該上層のいずれかのΔＥ＊値に
比べて実質的により低いΔＥ＊値を有する、請求項１～８のいずれか１項に記載の物品。
【請求項１０】
　ＵＶ吸収体、ＨＡＬＳ成分及びそれらの組合せから成る群より選択される光安定剤を更
に含み、該光安定剤が該下層及び該上層のいずれか又は両方の中に存在する、請求項１～
９のいずれか１項に記載の物品。
【請求項１１】
　該物品が少なくとも３年間の屋外使用に適する標識であり、該下層着色蛍光フィルム及
び該上層着色蛍光フィルムのそれぞれは、ＵＶ光耐久性必要条件と、該選択された蛍光着
色を有する屋外標識に関する着色法遵守とを満たすには単独では不適であるが、該物品で
は該必要条件及び標準を満たす、請求項１～１０のいずれか１項に記載の物品。
【請求項１２】
　アクリル樹脂、ポリアリーレート樹脂、又はそれらの組合せ若しくはそれらのコポリマ
ーから成っていて、ＵＶ光遮断特性を提供し、該上層の上に配置されているキャップ層フ
ィルムを更に含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載の物品。
【請求項１３】
　ポリマー樹脂と場合により少なくとも１種類の追加のポリマーとを含むキャップ層ポリ
マーフィルムを更に含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載の物品であって、該ポリ
マー樹脂が、
　（ｉ）下式：
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【化１】

（式中、Ｒは非干渉置換基であり、及びＰはポリマーの残部である）で表される繰り返し
部分Ａを含むポリマー主鎖を有していて、それにより紫外線を吸収できるポリマー；及び
　（ｉｉ）下式：
【化２】

（式中、Ｒは非干渉置換基であり、及びＰはポリマーの残部である）で表される繰り返し
部分Ｂを含むポリマー主鎖を有していて、該部分Ｂが光転位により該部分Ａへと変形可能
であり、それにより、部分Ａを含む紫外線吸収ポリマーへと変化させることができるポリ
マー
から成る群より選択される、少なくとも１種類のポリマー、又はそれらの混合物を含み、
　該物品が、該下層着色蛍光フィルム上に該上層着色蛍光フィルムを有し、該キャップ層
が該上層の上に配置されており、
　該物品が、該下層着色蛍光フィルム及び該上層着色蛍光フィルムの両方と異なる選択さ
れた蛍光着色を有する、前記物品。
【請求項１４】
　該キャップ層が、下式：
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【化３】

で表される繰り返し構造Ｉ及びＩＩの一つ又は両方を含むポリアリーレートポリマーから
成る群より選択されるポリマー、又は該アリーレートポリマーと少なくとも１種の追加の
ポリマーとの配合物を含む、請求項１２又は１３に記載の物品。
【請求項１５】
　該追加のポリマーを、ポリカーボネート、ポリ（シクロヘキサンジメタノールテレフタ
レート）、ポリ（シクロヘキサンジメタノール－コ－エチレンテレフタレート）、及びそ
れらの配合物から成る群より選択する、請求項１４記載の物品。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載のシート物品を製造する方法であって：
　下層ポリマーと少なくとも１種類の第一蛍光染料とを組合せて、下層配合物とし、ここ
で該下層ポリマーがアクリル樹脂であり、そして該第一蛍光染料がペリレンイミド染料で
ある；
　上層ポリマーと少なくとも１種類の第二蛍光染料とを配合して、上層配合物とし、ここ
で該上層ポリマーがポリカーボネートであり、該第二蛍光染料がベンゾチアジン染料であ
り、；
　該下層配合物を成形して下層着色蛍光フィルムシートとし、該上層配合物を成形して上
層着色蛍光フィルムシートとし、該上層着色フィルムシートは、該下層着色フィルムシー
トに比べてより大きな蛍光色安定性を有し；
　該上層着色フィルムシートを該下層着色蛍光フィルムシート上に配置して、選択された
蛍光着色を有する多重層蛍光シートを提供し；そして
　該下層が該上層と該再帰反射性要素との間に存在するように、該再帰反射性要素を含め
るか、または該再帰反射性要素を該下層中に形成すること
を含む、前記方法。
【請求項１７】
　該上層着色蛍光フィルムシートが、ポリマーキャップ層と該下層着色蛍光フィルムシー
トとの間に存在するように、該ポリマーキャップ層を該上層着色蛍光フィルムシート上に
配置することを更に含む、請求項１６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の開示】
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【０００１】
　説明
　発明の背景
　発明の分野
　本発明は、一般的に、蛍光着色剤を有するポリマーに関する。更に詳しくは、本発明は
、蛍光特性を有し、一緒になって重要な特性を提供する多重層から構成されている物品に
関する。前記特性は、所望の明るさ及び色度を提供し、優れた耐候性及び／又は全体的な
色耐久性を示す。
【０００２】
　関連技術の説明
　ポリマー基材中に蛍光染料が混和されている物品は、標識、乗り物のマーキング、車道
のマーキングを含む様々な用途、及び多くの理由から高い視認性が所望される有益な安全
、情報の伝達、視認性、視覚的信号、及び迅速な感知を含む他の用途のために当業におい
て公知である。蛍光材料の著しい明るさは、視認性の向上を提供する。それは特に明け方
及び夕闇において顕著である。いくつかの用途では、一定の色標準及び／又は一定の耐久
性を満たし維持することが重要である。
【０００３】
　蛍光着色剤を含むこれらのポリマーシステムは、しばしば、シートの形態で組み立てら
れ、蛍光特性を示す。蛍光着色剤と共に充填されるこれらのタイプのフィルムに特に適す
る用途は、物品の主要な機能が信号伝達にあるような用途である。典型的には、それらの
フィルムは、標識の形態をとり、その蛍光作用を発揮することによって役立つことができ
る。交通安全及び情報の標識では、標識視認性を向上させる蛍光着色剤を有するフィルム
を組み込んでいることが知られている。標識のある種のタイプは、屋外での長期の耐久性
を有することが必要であるが、殆どの蛍光着色剤は紫外線に対する安定性が悪いので、大
きな課題になっている。これらの物品のいくつかは、再帰反射特性を取り入れている。
【０００４】
　何年にもわたって、当業者は、再帰反射性物品分野で開発してきた。一般的に、交通関
連産業では、３つの主なタイプの再帰反射性シート、すなわち密閉レンズ型シート（encl
osed lens sheeting）、封入レンズ型シート（encapsulated lens sheeting）、及びプリ
ズム型シートが存在している。Palmquistに与えられた米国特許第２，４０７，６８０号
は、いわゆる密閉レンズ型再帰反射性シート物品を説明している。このタイプのアセンブ
リは、エンジニアリンググレード、ユーティリティーグレート又はスーパーエンジニアリ
ンググレードの物品としても公知であり、それらは、白色シートでは、特定の物品に依存
して、－４°入射角において典型的な再帰反射係数を有し、０．２°の観測角では５０～
１６０ｃｄ／ｌｘ／ｍ　２の再帰反射係数を有する。
【０００５】
　McKenzieに与えられた米国特許第３，１９０，１７８号は、一般的に、いわゆる封入レ
ンズ型再帰反射性物品を説明している。この物品は、時には、高密度物品とも呼ばれるポ
リマー中に封入されたビーズのシートを含む。白色シートでは、これらの物品は、約３０
０ｃｄ／ｌｘ／ｍ２の典型的な再帰反射係数を有する。
【０００６】
　再帰反射性シートの第三の一般的なカテゴリーには、例外的な反射率、典型的には、特
定の物品構造と、キューブコーナー要素のジオメトリーとに依存して約４００～１６００
ｃｄ／ｌｘ／ｍ２の反射率を提供するマイクロプリズム光学要素が含まれる。キューブコ
ーナー型再帰反射性シートは、Rowlandに与えられた米国特許第３，６８４，３４８号、H
oopmanに与えられた米国特許第４，５８８，２５８号、Burnsに与えられた米国特許第５
，６０５，７６１号、及びWhiteに与えられた米国特許第６，１１０，５６６号で説明さ
れている。Rowlandに与えられた米国特許第３，６８４，３４８号及びPriconeに与えられ
た米国特許第４，６０１，８６１号及び第４，４８６，３６３号のような公報は、このタ
イプの物品の製造について説明している。当技術分野における技術は、熱可塑性樹脂がプ



(6) JP 4610331 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

リズムシート中に型押される再帰反射性シートを含むことが注目される。本発明は、再帰
反射性構造のこれらの主要なタイプを有する物品においてその用途が見出される。
【０００７】
　蛍光着色剤を混和している再帰反射性シートのＵＶ光耐久性を向上させる方法を教示す
る技術も存在する。この技術のいくつかは、蛍光層の上又は前で、紫外（ＵＶ）光スクリ
ーニング層の使用を教えている。この技術は、Koshijiに与えられた日本国特許公報第２
－１６０４２号（出願番号第６３－１６５９１４号）、PhillipsのＰＣＴ公報第ＷＯ９９
／４８９６１号及び第ＷＯ００／４７４０７号、及びPavelkaに与えられた米国特許第５
，３８７，４５８号を含む。日本国公報は、ＵＶ添加物が蛍光シートを保護するのに有用
であることを示している。ＰＣＴ公報は、ＵＶ添加物を有するＵＶ光スクリーニング層を
有する蛍光ポリビニルクロリド（ＰＣＴ）フィルムに関する。前記ＵＶスクリーニングは
、４２５ナノメートル（ｎｍ）以下を遮断する。この米国特許第５，３８７，４５８号は
、選択された蛍光染料を含む選択されたポリマーから成るフィルムのためのＵＶスクリー
ニング層を組み込んでいる。
【０００８】
　また、当業は、ヒンダードアミン光安定剤タイプ（ＨＡＬＳタイプ）によって蛍光着色
剤の耐久性を向上させる他の方法も認めている。この分野の技術は、Burnsに与えられた
米国特許第５，６０５，７６１号及びWhiteに与えられた米国特許第６，１１０，５６６
号を含む。前者は、ポリカーボネート基材における特有な蛍光染料とＨＡＬＳとの組合せ
を提案している。後者は、無溶剤ＰＶＣ樹脂内での低分子量ＨＡＬＳとチオキサンテン染
料を提案している。
【０００９】
　これらの特許の全て、他の技術及び特許公報、及び本願明細書で認められる他の全ての
ものは、その内容を本願明細書に引用したものとする。
　ある程度まで、このタイプの技術は、再帰反射性標識を蛍光にすると、殆どの照明条件
下で、視認性を向上させることが認められている。特有な明るい色及び／又は蛍光材料の
蛍光特性は、人の目を、蛍光標識又は他の物品へと引き付ける。例えば、蛍光着色剤で着
色されている屋外標識物品は、視覚的なコントラストが強調され、蛍光着色剤を有してい
ないものに比べて、人目を引く。そのような標識を屋外で使用しようとする場合、主に２
つの問題に遭遇する。一つは、屋外条件下での耐久性であり、もう一つは、特定の色の利
用可能性である。
【００１０】
　不都合なことに、殆どの蛍光着色剤はＵＶ光に対する安定性が悪い。太陽光又は他のＵ
Ｖ光源に曝露されると、蛍光着色剤は極めて迅速に退色することがある。蛍光色が迅速に
退色すると標識の寿命が劇的に短くなることがあるので、交通及び車道の標識用途では問
題である。いくつかの蛍光着色剤は、他のものに比べて、ＵＶ光に対してより良好な安定
性を有するが、市販されている最良な蛍光着色剤でも、ポリマー基材層において単独で用
いて蛍光再帰反射性フィルムを創出する場合、交通標識用途での屋外耐久性を延長する必
要条件に適合していない。前記フィルムの耐久性を延ばすためには、追加の工程を行って
、蛍光着色剤を保護しなければならない。
【００１１】
　屋外耐久性を向上させるために通常行われていることは、ベース蛍光ポリマー基材層を
保護する試みにおいて、上記技術によって教示されているように、ＵＶスクリーニング層
を用いる方法である。従来、前記ＵＶスクリーニング層は、透明なポリマー基材中に、Ｕ
Ｖ光吸収化合物を溶かすことによって、作られる。その技術では、蛍光色層の前に堆積さ
れたＵＶスクリーニング層から成る蛍光物品が開示されている。ＵＶスクリーニング層は
、規定された範囲のＵＶ光を吸収するように意図されている。ＵＶ光は、２９０ｎｍ～３
８０ｎｍの波長範囲を有する。ある種の技術は、可視光範囲の光のいくつかの部分、例え
ば約４００ｎｍ又は約４１０ｎｍの光をスクリーニングすることも提案している。しばし
ば、前記のようなアプローチは、スクリーニング層中に存在するＵＶ吸収体と、下にある
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着色層内に存在する蛍光染料との間の潜在的相互作用を考慮しておらず及び／又は取り組
んでいない。
【００１２】
　ＵＶスクリーニングは、屋外耐久性の問題に取り組もうとしているが、いくつかの問題
が生じることがある。その一つの問題としては、これらのスクリーニング層のＵＶ光吸収
化合物が、時間の経過と共に浸出することがあるか、又は下にある蛍光層中に拡散若しく
は移行することがある点である。この拡散は、ある種の場合には、蛍光着色剤の退色を実
際に促進することがある。
【００１３】
　Burnsに与えられた米国特許第５，６０５，７６１号及びWhiteに与えられた米国特許第
６，１１０，５６６号のような技術では、分離したＵＶスクリーニング層を必ずしも組み
込んでいない、これらの特許の蛍光シート物品が提案されている。典型的には、前記特許
は、同じフィルムにおいて、ポリマーと蛍光染料との特有な組合せ、しばしば、それにＨ
ＡＬＳ材料を加える組合せを教えている。特に、Burnsの特許は、ポリカーボネート基材
内に蛍光染料とＨＡＬＳを含む蛍光物品を開示している。Whiteの特許は、無溶剤ＰＶＣ
基材中蛍光チオキサンテン染料とＨＡＬＳ材料との組合せにより、ＰＶＣシステムにおけ
る蛍光色の耐光性が向上することを教示することを意図している。
【００１４】
　ある種のポリマー混合物は、得られる物品のＵＶ光に対する耐久性に関する蛍光染料の
ためのホストとしてより適することも当業において公知である。しかしながら、ポリメチ
ルメタクリレート（ＰＭＭＡ）のようなアクリルポリマーが、屋外耐光性が必要とされる
蛍光色のための適当なポリマー基材であることは一般的に知られていない。例えば、Pave
lkaに与えられた米国特許第５，３８７，４５８号では、様々なポリマー基材中に分散さ
れた蛍光染料を含む蛍光物品が開示されている。前記特許は、ＰＭＭＡ中蛍光染料の蛍光
耐久性は、ＵＶスクリーニング上層を有していても、不良であることを教えている。Burn
sに与えられた米国特許第５，６０５，７６１号では、ポリカーボネート及びＰＭＭＡの
双方において、特定の蛍光染料とＨＡＬＳ化合物を含む蛍光物品が開示されている。この
特許は、ポリカーボネート基材中にＨＡＬＳ化合物を混和させると、得られる物品の蛍光
耐久性が有意に向上するが、ＰＭＭＡを用いた場合と同じ効果は有していないことを教え
ている。これらの技術的な参考文献により、アクリルベースの物品は、長期に屋外曝露さ
れると、良好な蛍光耐久性を示さないので、ＰＭＭＡは、蛍光染料のための適当なポリマ
ー基材ではないと結論付けられる。
【００１５】
　アクリルポリマーはポリカーボネートのようなポリマーを超える利点を有しているので
、アクリルが蛍光色のための適当なホストではないという結論は、残念である。ポリカー
ボネートのような他のポリマーに比べて、前記アクリルは、安価であり、比較的ガラス転
移温度が低いので加工がより容易であり、典型的には、より良好なＵＶ光耐久性を示す。
例えば、数年間の屋外曝露の後、ポリカーボネートは、チョーキング及びクラッキングを
示すことがあり、また、不明瞭な及び／又は黄色の外観となることがある。しかしながら
、アクリルは、前記欠点が発生する前に有意により長い時間、前記屋外曝露に耐えること
ができる。しかしながら、アクリルポリマーを用いる場合の主たる欠点は、アクリルが、
ポリカーボネートのような他のポリマーに比べて、より脆弱な傾向を有する点である。
【００１６】
　現在の技術状態では、蛍光アクリル物品は、いくつか有望な点を保持していると考えら
れるが、紫外線放射及び可視光放射に対する色安定化及び／又は蛍光安定化に関する問題
点は、実質的なバランスの問題である。理想的には、解決法を見出すことができた場合、
アクリルポリマーを用いることによって、加工上の利益及びコスト節約の利益を実現でき
る。更に、アクリル材料は、他のポリマーに比べて自然に風雨に耐えるので、前記の解決
法は、追加のＵＶ光保護キャップを必要としないと考えられ、潜在的にいっそう重要で価
値がある。
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【００１７】
　着色標準、必要条件、又はニーズにしたがって物品を提供する場合の問題点を考える。
着色上の考慮事項は、蛍光物品の供給者、特に、非常に耐久的でもなければならない蛍光
物品の供給者には、難しい挑戦を提示する。それは、公的な着色規制又は他の工業標準に
取り組むか否かの場合である。
【００１８】
　この点において、利用可能な蛍光染料の所定の充填が目標とする蛍光着色を達成しない
典型的な場合、所望の蛍光色を得るための３つの基本的なアプローチがあることが提案さ
れる。第一のアプローチは、蛍光着色剤の充填量を調整することである。しばしば、この
解決法は、得られる物品の色相が実質的に変化しないので、簡便であるが充分ではない。
【００１９】
　第二のアプローチは、複数種の蛍光染料を一緒に配合することである。このアプローチ
では、蛍光染料それら自体の間の相溶性、及び蛍光染料の一つ又は両方と、蛍光染料が充
填されるポリマー基材との間の相溶性に関して深刻な問題が生じることがある。異なる染
料は、それらの化学構造の違いによって、異なるポリマーと異なる相溶性を有する。した
がって、所定の蛍光着色剤のＵＶ光耐久性は、ポリマー基材が違えば、異なる。複数種の
蛍光染料を一緒に単一のポリマー基材中に配合することによって、所望の蛍光色が得られ
るとしても、所望の耐光性は、ポリマー基材中において、蛍光染料の一つが、他の蛍光染
料に比べてより迅速に退色する場合、達成されない。同様に、一つの蛍光染料は、ポリマ
ー基材内において、別の染料と好ましくない相互作用を有する場合がある。たとえＵＶ光
耐久性が、蛍光染料を単独で用いるときに、所定のポリマー基材中で達成できるとしても
、これらの同じ染料が同じポリマー基材中に一緒に配合されるとき、蛍光染料間の相溶性
の問題によって、得られる物品において、ＵＶ光耐久性が不良となることがある。
【００２０】
　Burnsに与えられた米国特許第５，６７２，６４３号、第５，６７４，６２２号、第５
，７５４，３３７号及び第５，９２０，４２９号ような技術は、オレンジ色調又は赤色調
のペリレンイミド染料を黄緑色の蛍光染料と配合することによって、蛍光黄色物品を作る
ことを提案している。しかしながら、前記物品の耐久性は考察されていない。
【００２１】
　第三の可能なアプローチは、ポリマー基材が、非蛍光染料と蛍光染料との配合物を含む
アプローチである。同じポリマー基材中に複数種の蛍光染料が存在する場合の上記問題は
、このオプションでも起こる。その問題は、蛍光染料と非蛍光染料との間の化学的相違が
典型的により大きいので、はるかに困難なものになり得ると考えられる。更に、非蛍光染
料は、蛍光染料の蛍光特性を妨げる場合があり、その結果として、シートの明るさが劇的
に低減する場合がある。非蛍光染料は、蛍光染料の全体的な蛍光を消すことができる。
【００２２】
　したがって、現在の技術状態では、この着色法の問題に関する解決法も必要とされてい
る。典型的には、前記物品の供給者は、蛍光物品の最終使用者に着色法標準を指図するこ
とによってこの着色法の問題を解決できない。その代わりに、最終使用者は、典型的には
、蛍光物品の製造者に着色法を指図し、その結果として、染料供給者は染料の色の利用可
能性を限定する。例えば、蛍光公道標識の究極の最終使用者であると考えられる公的機関
が、しばしば、前記標識に関する色及び／又は耐久性の標準を規定する。
【００２３】
　同じ物品内において耐光性及び着色法遵守（coloration compliance）という２つの基
本的な問題に対処しようとすると、それらの問題はますます困難なものになることが理解
される。しかしながら、それらの問題に対する実行可能な解決法は、同じ物品において両
方のタイプの問題をうまく処理しようとする場合、より有益である。
【００２４】
　発明の要旨
　本発明にしたがって、目標とする着色法のニーズを実現するために操作できる蛍光着色
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法を達成し、それと同時に、向上した蛍光色耐光性及び長期の屋外曝露後に起きるチョー
キング及び曇りに対する抵抗性を有する物品が提供される。本発明は、多重層アプローチ
を用いる。例えばフィルムのような少なくとも２つの層が、順々に重ねて提供される。各
層は染料又は顔料を含む。多くの用途では、多重層は、それぞれ、蛍光染料を含む。層の
一つは、優れた蛍光色安定性を示す。好ましくは、その層は、別の層上を被覆している層
である。環境的観点から考えると、組合された染色層によって示される着色法は、所定の
標準によって規定される目標着色法に適うように必要とされる着色法パラメーターを提供
する。
【００２５】
　本発明の一般的な目的は、色が安定していて、所望の着色を達成している物品又は物品
、及び前記物品又は物品を調製する方法を提供することにある。
　本発明の面では、所望の着色値（coloration value）を達成し、様々な気象条件下を含
む外部又は屋外での使用に極めて良く適合する耐久属性を示す改良蛍光着色物品が提供さ
れる。
【００２６】
　本発明の別の面では、交通安全及び情報伝達のための標識を製造する場合に使用するの
に適している改良蛍光着色再帰反射性シートが提供される。
　本発明の別の面では、警告矢印及び踏切標識などのような交通警告信号のための、前記
タイプの標識に望ましい着色を提供する光に安定な蛍光黄色再帰反射性シートが提供でき
る。
【００２７】
　本発明の別の面では、光に安定で、屋外使用の標識が遭遇するような過酷な環境条件下
で長期に使用するのに充分に丈夫である蛍光システムにおけるアクリルポリマー基材のよ
うな耐候性ポリマーを用いるためのアプローチを提供する。
【００２８】
　本発明の別の面では、提供される物品は、単独では不適当であるが、一緒にすると、耐
光性で適当に着色された物品を創出するのに適する多重層から構成されている。
　本発明の別の面では、積層フィルムシートが単独で用いられるときではなく、積層フィ
ルムシートが組合されるときに適当な耐久性及び着色を有する再帰反射性シートのために
蛍光着色を示す積層フィルムシートを提供する。
【００２９】
　本発明の別の面では、シートを単独で用いるときではなく、シートを組合せたときに、
適当な耐久性及び着色を有する再帰反射性シートのための蛍光黄色着色を提供する積層フ
ィルムシートを提供する。
【００３０】
　本発明の別の面は、単一層を選択することによっては達成されない、組合されたフィル
ムシートの強化された蛍光及び色の安定である。
　本発明の別の面は、染料を配合せずに、利用可能な蛍光色の範囲を広くする能力である
。
【００３１】
　本発明の別の面は、物品構造中に蛍光アクリル層を組み込んでいる。
　本発明の他の面、目的及び利点は、本発明の好ましい態様に関する以下の説明から理解
される。本発明に関連情報は添付の図面に示してある。
【００３２】
　以下の説明の過程で、添付の図面を参照する。
　好ましい態様の説明
　本発明は、優れた耐光性及び目標蛍光着色パラメーターを提供する、多重フィルム層を
有する蛍光シートに関する。本発明の様々な態様は図面で示してある。各場合において、
蛍光染料を有する上層ポリマーは、前記上層と組合せる着色属性を有するポリマー基材の
下層と組合せて、目標着色及び長期屋外曝露後の優れた蛍光色安定性を提供する。
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【００３３】
　図１は、２１で示してある多重層フィルムシートを図示している。このシート材料は、
再帰反射性形態で具体化される。上層２２及び下層２３が認められる。各層は、染料、好
ましくは蛍光染料を含む。この態様では、染色された下層２３それ自体は再帰反射性要素
を有する。
【００３４】
　他の態様では、この態様で示されているような再帰反射性要素は、未染色又は透明であ
ることができる。例えば、図１Ａでは、コーナーキューブを型押し又は形成するのに適す
る透明なポリマーから作製される再帰反射性層２３ａが提供してある。この配置では、染
色されたポリマーの多重層は、分離した上層２２ａ及び下層２２ｂであり、そのどちらも
反射要素を有していない。
【００３５】
　下層２３又は層２３ａは、この層の背面上に配置されたマイクロプリズム再帰反射性要
素を多数有する。これらの再帰反射性要素は、当業において公知であり、Hoopmanに与え
られた米国特許第４，５８８，２５８号及びAppledornに与えられた米国特許第４，７７
５，２１９号のような上記引例で説明されている。このプリズム構造は、例えば、Rowlan
dに与えられた米国特許第３，８１０，８０４号及びPriconeに与えられた米国特許第４，
４８６，３６３号及び第４，６０１，８６１号にしたがって製造できる。任意の適当な方
法及び装置を用いて、下層２３又は層２３ａ上にマイクロプリズム再帰反射性要素２４を
形成でき、又は前記の層上に前記のマイクロプリズム再帰反射性要素２４を提供できる。
【００３６】
　マイクロプリズム要素２４によって提供される再帰反射特性は、図１及び図１Ａにおい
て矢印で示されている光のパターンで図示してある。図を単純化するために、３次元反射
の２つの次元のみを図示してある。この単純化された光パターンは、物品によって二度反
射された入射ビームが平行な反射ビームを提供することを示している。
【００３７】
　図２は、同様な再帰反射性多重層フィルムを示している。この態様は、キャップ層又は
カバー層２５が加えられている。それは、ポリマー上層の劣化、例えばポリマーそれ自体
のチョーキング、曇り、クラッキング又は黄変を防止するために、ＵＶスクリーニングを
高める必要があるときに加えられる。適当なキャップ層又はカバー層２５は、蛍光着色剤
の耐久性を高め、また、耐引っかき性及び落書き防御性（graffiti protection）も高め
ることができる。そのようなキャップ層又はカバー層は、標識などの前面にとって望まし
い他の特性、例えば露抵抗性（dew resistance）及び／又は印刷容易性を有するように選
択できる。
【００３８】
　典型的には、例えば従来の装置により熱及び／又は圧力を施用することによって、層を
一緒に貼合せる。本発明による多重層フィルムシートの特有なニーズ又は要求にしたがっ
て、任意の結束層を、層間に施用できると考えられる。貼合せ用接着剤は、特有な構造又
は最終使用のニーズにとって必要と考えられる程度まで含有させることができると考えら
れる。含有させるときは常に、任意の前記結束層（単数又は複数）は、本発明による多重
層蛍光物品が指向される特性が有意に損なわれないように、選択すべきである。
【００３９】
　完成した薄層状又は多重層状の構造が、内部表面上で所望の表示を有するように、層の
１つ以上の表面を、所望の表示で事前印刷できる。前記のことは米国特許第５，２１３，
８７２号及び第５，３１０，４３６号で開示されている。これらの系列物品の他のバリエ
ーションは、本発明による物品に関して注目される再帰反射性シート又は他の別の構造配
置の技術に精通している当業者には明らかである。
【００４０】
　そのような他の構造配置の一つが図３に示してある。この図は、密閉レンズ型再帰反射
性シート物品中に本発明をどのように組み込むことができるかを図示している。密閉レン
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ズ型再帰反射性シートは、当業において公知であり、この点に関しては、Palmquistに与
えられた米国特許第２，４０７，６８０号が既に教示している。この技術は、平坦で透明
なカバーフィルムを有するシート構造中に埋め込まれたガラス微小球のようなレンズを組
み込むことができる。図３の態様では、ガラス微小球２６は下層２３中に埋め込まれる。
公知の技術にしたがって、鏡面状反射性層２７が提供される；例えば、それは真空蒸着さ
れたアルミニウムであることができる。この密閉レンズ型構造の再帰反射性は、上層２２
、下層２３を通って、微小球の中及び微小球を通過し、媒体２８中及び媒体２８を通過し
、そしてまた戻って行くという単純化された二次元の矢印で表された光ビーム経路によっ
て示される。
【００４１】
　一緒に貼合されたこの上層２２及び下層２３と、ビーズ２６及び下層を結合させるため
の透明な接着剤層とを有することもできる。この場合、図３では、ビーズは、下層２３が
ビーズの頂部に埋め込まれるように接着剤中に埋め込まれる。
【００４２】
　図４は、本発明を、封入レンズ型再帰反射性物品中にどのように組み込むことができる
かを示している。封入レンズ型シート再帰反射特性及び封入レンズ型シート再帰反射性構
造は当業において公知である。ガラス微小球のようなレンズの単一層は、結合層中に部分
的に埋め込まれ、前記レンズが密閉されたセル内に封入されるように、フィルムで結合層
をシールする。図示された態様では、ガラス微小球３１は結合層３２中に埋め込まれる。
下層２３は、レンズを密閉するように、結合層をシールする。図示してあるレンズ３１は
、それら自体が反射面３３を有していて、図４に示してある矢印の光路によって示されて
いるパターンにしたがう反射を提供する。
【００４３】
　本発明による蛍光物品は複数のポリマー基材を含む。蛍光染料は、上層及び下層の一つ
又は両方の中に含まれる。好ましくは、蛍光染料は、上層２２のポリマー基材中及び下層
２３のポリマー基材中に含まれる。典型的な物品では、各分離層中に存在する染料は異な
る。それにより、染料を同じポリマー基材中に物理的に配置する必要も無く、特有な用途
のために必要とされる蛍光色を示す多重層フィルムを提供するという本発明の特徴を助長
される。
【００４４】
　基材ポリマーは変えることができる。その例としては、ポリカーボネート、ポリエステ
ル、ポリスチロール、スチレン－アクリロニトリルコポリマー、ポリウレタン、ポリ塩化
ビニル、アクリル樹脂から形成されたポリマー、ポリアリレート、及びそれらのコポリマ
ー及びそれらの組合せが挙げられる。上層、下層及び任意のキャップ層は異なるポリマー
であることができる。
【００４５】
　上層は、ポリカーボネート、アクリルポリマー、ポリアリレート、及びそれらのコポリ
マー及びそれらの組合せを含むポリマーである。本発明の好ましい面では、上層ポリマー
は、優れた蛍光色安定性を提供することが認められているポリカーボネートから形成され
る。アクリル樹脂も好適であって、特定のアクリル樹脂及び蛍光染料を適当に選択すれば
、極めて良好な耐候性が提供される。下層は、ラミネートに対して優れた蛍光色安定性を
付与する必要は無く、苛酷な環境下での屋外曝露からラミネートを保護するタイプである
ことができる。好ましい下層ポリマーとしては、アクリルポリマー、ポリスチレン及びポ
リ塩化ビニルが挙げられる。アクリルポリマーは、図１に示してあるような下層中にマイ
クロプリズム要素が形成されるときに、下層として特に好ましい。
【００４６】
　ポリアリレートと他の基材タイプを含むポリマー及び含まれる成分は、それぞれ、２０
００年１１月９日に出願された我々の係属中の米国特許出願第０９／７１０，５１０号及
び第０９／７１０，５６０号で更に詳細に考察している。これらの開示は、その内容を本
願明細書に引用したものとする。
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【００４７】
　他の一般的に公知の成分を、上層及び下層のいずれか又は双方に含有させることができ
る。これらの成分は、ＵＶ吸収体及びＨＡＬＳ成分である。いずれか又は双方の一つ以上
を、任意の所定のポリマー基材中に含有させることができる。
【００４８】
　ポリマー基材は、層の重量を基準として実質的な％を占める。ポリマー成分は、各ポリ
マー基材を構成している配合物の約９０重量％～約９９．９９重量％であり、好ましくは
約９５重量％～約９９重量％である。各染料は、各基材配合物の総重量を基準として約０
．００１重量％～約１．５重量％、好ましくは約０．０２重量％～約１．０重量％のレベ
ルで存在する。存在する場合、ＵＶ吸収体は、ポリマー基材配合物の総重量を基準として
、約０．１重量％～約５重量％、好ましくは約０．３重量％～約３重量％のレベルで提供
する。ＨＡＬＳ成分が存在する場合は、各ポリマー基材を構成している配合物の総重量を
基準として、約０．１重量％～約２重量％、好ましくは約０．３重量％～約１．５重量％
である。
【００４９】
　アクリル基材が提供される場合、一般的に好ましくは、アクリル樹脂を配合して、耐衝
撃性改良剤又は内部滑剤などのような性能向上剤の量を最少にする。前記添加剤が存在す
る場合、蛍光染料を選択するときに、起こり得る悪い相互作用に注意を払わなければなら
ない。また、存在するアクリルモノマーの量が最少化されると、有用であるとも考えられ
る。いかなる特定の理論からも束縛されずに、現時点では、前記の性能向上剤又は残留モ
ノマーは、アクリル基材における蛍光着色剤に悪い影響を及ぼすことがあり、それにより
、光、主としてＵＶ光に曝露されたときに、蛍光の劣化が潜在的に促進されると考えられ
る。この効果は、湿気、熱サイクル及び紫外線と組合されたときに高まると現在考えられ
ている。ポリメチルメタクリレートは好ましいアクリル樹脂である。これらの目的に応答
する特有なアクリル樹脂は、Cyro Industriesから“ZKV-001E”という商標で市販されて
いる。他の樹脂としては、Atofinaから市販されているAtoglass PSR-9がある。
【００５０】
　好ましくは、着色は、蛍光染料によって、上層及び下層のそれぞれで提供される。この
場合、染料としては、ベンゾキサンテン、ベンゾチアジン、ペリレンイミド、チオキサン
テン、チオインジゴイド、ナフタルイミド及びクマリンが挙げられる。蛍光色の物品を創
出するために本発明にしたがって、フィルムと、異なる着色特性を有する染料とを組合せ
ると、有用であることを見出した。前記の組合せは、確かな現実の又は認識される工業的
ニーズを満たすように個別に考えて行うことができる。
【００５１】
　蛍光黄色ラミネートを創出するためには、ベンゾチアジンタイプ及びベンゾキサンテン
タイプの染料が、本発明による上層成分内に含有させるのに特に適することを見出した。
上層のための特に好ましい染料は、蛍光黄緑色染料である。Day Glo Color Corporation
から“Huron Yellow”及び“Lumofast Yellow”という商標で市販されている染料が含ま
れる。詳しくは、“Huron Yellow D-417”及び“Lumofast Yellow D-150”が含まれる。
複数のバージョンが存在し得る。本発明にしたがって上層のポリマー基材内に含有させる
場合、前記染料は昼間でも優れた輝度を示す。染料は、基材配合物の総重量を基準として
、約０．０２重量％～約１．５重量％、好ましく約０．０３％～約１．３重量％用いるこ
とができる。蛍光染料の充填重量は、シートの厚さ、及び特有な最終使用にとって望まし
い色密度によって決まる。例えば、再帰反射性物品では、この蛍光染料が、物品の再帰反
射機能を有意に損なわないように充分に明澄であるべきであることが、一般的に要求され
る。
【００５２】
　本発明の物品で特有な用途が見出される染料の別の組は、ペリレンイミド染料である。
極めて有用な蛍光着色及び色度は、BASFから“Lumogen”という商標で市販されているペ
リレンイミド染料を用いるときに、多重層物品の文脈内で提供される。例えば、“Lumoge
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n F Orange 240”及び“Lumogen F Red 300”が挙げられる。下層に前記染料と、上層に
ベンゾチアジン又はベンゾキサンテン黄緑色染料とを組合せると、蛍光黄色シートに関す
る工業標準を充分に満たす着色及び色度が得られる。
【００５３】
　下層用の染料の他の例としては、他の蛍光オレンジ色及び／又は蛍光赤色が挙げられる
。オレンジ色チオキサンテン染料は、Day Glo Color Corporationから市販されているMar
igold Orange D-315である。蛍光黄色以外の他の色は、様々な着色調節によって達成でき
る。例えば、黄緑色は、上層にDay Gloから市販されているベンゾキサンテン“Lumofast 
Yellow D-150”及び下層にDay Gloから市販されているベンゾチアジン染料である“Huron
 Yellow D-417”を用いて達成できる。別の染料は、BASFから市販されている“Lumogen F
 Yellow 170”である。蛍光青色染料及び蛍光緑色染料も用いることができる。
【００５４】
　層中にＵＶ吸収体を含有させると、蛍光染料成分の劣化を遅延又は防止できると考えら
れる。特に、適当なベンゾトリアゾール、ベンゾフェノン、及びオキサルアニリドは、蛍
光染料の退色を遅延させ、蛍光耐久性を向上させることができるＵＶ吸収体であると考え
られる。
【００５５】
　ベンゾトリアゾールＵＶ吸収体は、蛍光着色されたポリカーボネート基材システム内で
、特に、本発明の多重層物品の上層において有用である。ベンゾチアジン染料と良好な相
溶性を示すＵＶ吸収体は、前記染料がポリマー基材層内に混和される場合には有用である
。市販のベンゾトリアゾールＵＶ光吸収体としては、例えば、Ciba-Geigyから“Tinuvin 
234”という商標で市販されている２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４，
６－ビス（１－メチル－１－ヘニルエチル）フェノール；及びCiba-Geigyから“Tinuvin 
1577”という商標で市販されている２－（４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン
－２－イル）－５（ヘキシル）オキシフェノールが挙げられる。
【００５６】
　市販のベンゾフェノンＵＶ光吸収体としては、Great Lakes Chemical Corporationから
“Lowilite 22”という商標で市販されている２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクトキシベン
ゾフェノン、BASFから“Uvinul 3049”という商標で市販されている２，２－ジヒドロキ
シ－４，４－ジメトキシベンゾフェノン；及びBASFから“Uvinul 3050”という商標で市
販されている２，２’，２，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノンが挙げられる。これ
らのベンゾフェノンタイプのＵＶ吸収体は、蛍光着色アクリル基材には特に有用である。
【００５７】
　オキサルアニリドＵＶ吸収体としては、例えば、Clariantから“Sanduvor VSU”という
商標で市販されている２－エチル，２’－エトキシ－オキサルアニリドである。他のオキ
サルアニリドＵＶ吸収体も市販されている。当業者は、多くの他のＵＶ光吸収体が存在し
ていて、本発明で用いるのに好適であり得ることを認めている。
【００５８】
　一般的に、ヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）は、蛍光染料の退色を遅延させるの
に有用であることを見出した。約１５００以上の分子量を有するオリゴマー又はポリマー
ＨＡＬＳ化合物は、向上した蛍光耐久性を提供する。ＵＶ吸収体とＨＡＬＳ化合物とを組
合せると、一般的に、更に、退色を防止し、色耐久性を向上させるのに役立つ。特に好適
なＨＡＬＳ化合物は、Great Lakes Chemicalから“Lowilite 62”という商標で又はCiba-
Geigyから“Tinuvin 622”という商標で市販されているオリゴマーヒンダードアミン化合
物である。
【００５９】
　ＨＡＬＳ化合物としては：コハク酸ジメチルポリマーが挙げられ、更に、Ciba Special
ty Additivesから“Tinuvin 622”として市販されている４－ヒドロキシ－２，２，６，
６－テトラメチル－１－ピペリジンエタノール；Ciba Specialty AdditivesからChimasso
rb 944という商標で市販されているポリ［［６－［（１，１，３，３，－テトラメチルブ
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チル）アミノ］－ｓ－トリアジン－２，４－ジイル］［［（２，２，６，６，－テトラメ
チル－４－ピペリジイル）イミノ］ヘキサメチレン［（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジイル）イミノ］］；Ciba Specialty Additivesから市販されていて、ポリ［
［６－１，１，３，３，－テトラメチルブチル］アミノ］－ｓ－トリアジン－２，４－ジ
イル］［［（２，２，６，６，－テトラメチル－４－ピペリジイル）イミノ］ヘキサメチ
レン［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジイル）］イミノ］］と、ビス（２
，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）セバケートとの配合物である“Tinuvi
n 791”；Clariantから市販されている“Hostavin N30”が挙げられる。当業者は、多く
の他のヒンダードアミン光安定剤が存在していて、本発明で用いるのに好適であり得るこ
とを認めている。
【００６０】
　提供される場合、カバー層又はキャップ層は、ＵＶスクリーニングを提供し、上層を含
むポリカーボネートのポリマー劣化を防止する。ポリマー劣化の防止とは、ポリカーボネ
ートそれ自体のチョーキング、クラッキング又は黄変による色のくすみを遅延させること
を含む。カバー層又はキャップ層は、層中に混和されている紫外線吸収化合物（一種又は
複数種）を有する紫外線スクリーニング層を提供することによって、物品の蛍光耐久性を
更に高めることもできる。別法として、キャップ層又はカバー層は、それ自体が紫外線の
吸収体であるポリマーを含むことができる。ポリアリレート基材は、この点において、上
記したように好適である。
【００６１】
　本発明は、所望の色を有する耐久的な蛍光物品を提供する。好ましい配置では、２つの
異なる着色された蛍光フィルムは、一つの耐久的な蛍光物品を創出する。各前記フィルム
は、蛍光染料を含み、ポリマー基材内に任意のＵＶ添加剤を含むことができる。上層は、
優れた蛍光色安定性を有する着色された蛍光フィルムであり、下層は、任意の満足の行く
タイプの着色された蛍光フィルムである。それらの層を一緒に結合させると、所望の蛍光
色を得る。各色単独で、必要とされる蛍光着色を提供する必要は無い。下層の蛍光安定性
が、上層のそれと同じある必要が無い理由の一つは、上層の蛍光カラーフィルムそれ自体
が、図７及び図１７に示してあるように有害なＵＶ光及び有意量の可視光を遮断するよう
に機能するからである。
【００６２】
　分離したポリマー基材内で各染料を用いることによって、２つの染料の配合に起因する
と予期される任意の悪い相互作用が排除される。本発明にしたがって上層と下層とを組合
せることにより、染料製造者から市販されている蛍光色とは異なるように調整できる蛍光
黄色のような色を有し優れた耐光性の蛍光物品が提供される。単一フィルムそれぞれ単独
ではこれらの特性を達成できない。
【００６３】
　蛍光黄色再帰反射性シートが、特有の用途で、例えば極めて目立つ公道用又は警告用の
標識で必要とされる場合、好ましい態様では、そのいずれの層も単独ではこのタイプの標
識を提供するのには適していないと考えられる２つの層を組合せる。この好ましい配置で
は、上層は、ベンゾチアジン染料又はベンゾキサンテン染料を有するポリカーボネート基
材又はアクリル基材であり、下層は、ペリレンイミド染料を有するアクリル基材である。
単一の物品として組み立てられる場合、必要とされる色度を有する高度に耐久的で適当に
着色された標識物品が提供される。
【００６４】
　蛍光黄色ラミネート用の上層としてポリカーボネートを用いることの利点の一つは、ア
クリル樹脂を下層として用いるときの物品の全体的な耐衝撃性を向上させることである。
アクリルポリマーは、典型的には、耐衝撃性を殆ど有していない脆弱なポリマーである。
一方、ポリカーボネートポリマーは、高度な耐衝撃性を有する非常に強いポリマーである
。上層としてポリカーボネートを用いることによって、より高度の強度及び耐衝撃性が、
得られる蛍光ラミネートに対して付与される。
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【００６５】
　更に、本発明を用いて、図１に記載してある蛍光マイクロプリズムシートを創出する場
合、下層としてアクリルポリマーを用いることの一つの利点は、ポリカーボネートのよう
な他のポリマーに比べて、より低いガラス転移温度を有する点である。したがって、マイ
クロプリズム要素は、アクリル下層中により容易に形成できる。
【００６６】
　上層２２、下層２３、及びキャップ層２５（提供された場合）の厚さは、作製される特
有な物品にしたがっていくぶん変えることができる。典型的には、上層は、約２ミル～約
２０ミル（０．０５ｍｍ～０．５ｍｍ）、更に典型的には約３ミル～約１０ミル（０．０
７５ｍｍ～０．２５ｍｍ）の厚さを有する。典型的な下層は、約２ミル～約２０ミル（０
．０５ｍｍ～０．５ｍｍ）、更に典型的には約３ミル～約１０ミル（０．０７５ｍｍ～０
．２５ｍｍ）の厚さを有する。キャップ層が含まれる場合、その厚さは、約１ミル～約１
０ミル（０．０２５ｍｍ～０．２５ｍｍ）、及び典型的には約２ミル～約４ミル（０．０
５ｍｍ～０．１００ｍｍ）である。
【００６７】
　以下、実施例を掲げて本発明を図示及び説明する。これらの実施例で用いたフィルムは
、３つの加熱ゾーンを有する実験室用Killion一軸スクリュー押出機、又はBrabenderミキ
サーを用いて作製した。一軸スクリュー押出機のセットアップでは、指定されたポリマー
樹脂と、指定された染料と、及びＵＶ光安定剤及び／又はＨＡＬＳのような他の添加剤と
の混合物を押出して、厚さ約６ミル（０．１５ｍｍ）のフィルムにした。例えば、アクリ
ル基材フィルムでは、温度ゾーンは、典型的には４９０°Ｆ、４６０°Ｆ及び４４０°Ｆ
に設定した。ポリカーボネートフィルムでは、温度ゾーンは、典型的には５３０°Ｆ、５
４０°Ｆ及び５５０°Ｆに設定した。押出機のスクリュー速度は２７ｒｐｍであった。ミ
キサーを用いた場合、その装置は、C. W. Brabender Plasti-Corder Prep-Mixerであった
。材料は、ポリマー樹脂と他の成分とを溶融混合することによって配合し、次に、加熱さ
れた平圧印刷機を用いて約６ミル（０．１５０ｍｍ）のフィルムに変えた。混合温度は特
有のポリマー樹脂にしたがって約２２０℃～約２７０℃であり、混合速度は約３～６分の
混合時間中１００ｒｐｍであった。このようにして調製された異なるフィルムを、Chemin
strumentsから市販されているHot Roll Laminator Mを用いて約１８５℃で、一緒に積層
した。
【００６８】
　実施例
　実施例１
　アクリル樹脂（Acrylite Plus ZK-V-001E、Cyroの商標）と、ベンゾキサンテン蛍光染
料（Lumofast Yellow D-150、Day Gloの商標）０．８重量％と、ＵＶ吸収体（Lowilite 2
2、Great Lakes Chemicalの商標）１．０重量％と、及びＨＡＬＳ（Lowilite 62、Great 
Lakes Chemicalの商標）０．５重量％とを配合することによって、ポリメチルメタクリレ
ートの上層フィルムを調製した。この単一層ＰＭＭＡをサンプル１－１とした。
【００６９】
　ポリカーボネート樹脂（Calibre 303EP、Dow Chemicalの商標）と、ベンゾチアジン蛍
光染料（Huron Yellow D-417、Day Gloの商標）０．０６重量％とを配合することによっ
て、ポリカーボネート基材下層フィルムを作製した。この単一ポリカーボネート（ＰＣ）
フィルムをサンプル１－２－１とした。サンプル１－２－２は、サンプル１－２－１上サ
ンプル１－１の多重フィルムラミネートであった。
【００７０】
　サンプル１－２－１と同じポリカーボネート樹脂から、Huron Yellow D-417蛍光染料０
．０５重量％及びＵＶ吸収体（Tinuvin 1577、Ciba-Geigyの商標）１．５重量％を用いて
、別のＰＣ下層フィルムを調製した。このサンプルはサンプル１－３－１とした。サンプ
ル１－３－２は、サンプル１－３－１上に積層されたサンプル１－１の多重層フィルムで
あった。
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【００７１】
　同じポリカーボネート樹脂を用いて、今度は、Huron Yellow D-417蛍光染料０．０５重
量％、Tinuvin 1577ＵＶ吸収体１重量％及びＨＡＬＳ成分（Tinuvin 6227、Ciba-Geigyの
商標）０．３重量％と組合せて、更なるＰＣ下層フィルムを調製した。このサンプルをサ
ンプル１－４－１とした。サンプル１－４－２は、このサンプル１－４－１フィルム上に
積層されたサンプル１－１ＰＭＭＡフィルムであった。
【００７２】
　別のＰＣ下層フィルムを調製した。それは、ポリカーボネート樹脂（Calibre-302、Dow
 Chemicalの商標）、Huron Yellow D-417 ０．０８重量％、及びＨＡＬＳ成分（Tinuvin 
622）０．３重量％から構成されていた。このサンプルはサンプル１－５－１とした。サ
ンプル１－５－２は、フィルムサンプル１－５－１上フィルムサンプル１－１の積層であ
った。
【００７３】
　上記のように命名した５つの単一層のそれぞれ及び４つの二層のそれぞれを積層したフ
ィルムのそれぞれに関して促進耐候性試験を実施した。各サンプルは、キセノンアークで
促進される「ウェザロメーター」中に配置し、HunterLab LS-6000比色計を用いて、定期
的に色を測定することによって退色量をモニターした。その機器では、Ｄ６５光源、観察
角２°及び０／４５幾何学的形態を用い、全ての色測定値を、ＣＩＥ １９３１標準表色
系に基づいて記録した。退色及び色ずれの程度を決めるために、色ずれ度ΔＥ＊対人工屋
外曝露時間を測定した。小さな色ずれΔＥ＊値、例えば約２又は３ΔＥ＊単位の色ずれは
、ヒトの眼がかろうじて検出できる色ずれである。キセノンアーク耐候性試験に用いられ
る試験法は、ＡＳＴＭ Ｇ２６－９０，Ｓｅｃｔｉｏｎ　１．３．１に概説してある。硼
珪酸ガラス内フィルター及び外フィルターを用い、放射照度レベルは、３４０ｎｍにおい
て０．３５Ｗ／ｍ２に設定した。
【００７４】
　ＣＩＥＬＡＢ色差ΔＥ＊に関する結果を記録した。ある種の単層及び二層のフィルムに
関する、３つの異なる促進屋外曝露時間における、すなわち５００時間、１０００時間及
び１５００時間におけるΔＥ＊値を測定した。それらのデータは表１に示してある。
【００７５】
【表１】

【００７６】
　表１のデータは、単一フィルム成分に関して大きな色ずれが認められたことを示してい
る。二層フィルムは、独立した単一層フィルムと比較した場合、蛍光特性に関して改良さ
れた耐久性を示した。それは、単一ＰＣフィルム１－２－１及びＰＭＭＡ／ＰＣ二層フィ
ルム１－２－２に関して、促進屋外曝露時間に対してΔＥ＊をプロットしている図８で認
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めることができる。同じタイプのプロットは、フィルム１－３－１及び二層ＰＭＭＡ／Ｐ
Ｃフィルム１－３－２に関して図９に示してある。図１０には、単一ＰＣフィルム１－４
－１及び二層ＰＭＭＡ／ＰＣフィルム１－４－２に関する表１のデータをプロットしてあ
る。図１１には、単一ＰＣフィルム１－５－１及び二層ＰＭＭＡ／ＰＣフィルム１－５－
２に関する屋外曝露データをプロットしてあり、屋外曝露による影響は、この二層フィル
ムでは特に最小である。これらのデータは、多重フィルム層構造のΔＥ＊値を単一層フィ
ルム成分と比較すると、多重フィルム層アプローチを用いる場合、蛍光及び色の耐久性が
実質的に向上することを証明している。
【００７７】
　実施例２
　アクリル樹脂（Acrylite Plus ZK-V-001E、Cyroの商標）に対して、Day Gloから市販さ
れているLumofast Yellow 3G蛍光染料０．８重量％を混和し組合せることによって、単一
層ポリメチルメタクリレートフィルム基材を調製した。それをサンプル２－１とした。ま
た、Huron Yellow D-417蛍光染料０．０５重量％及びTinuvin 1577 ＵＶ吸収体１．５重
量％を用いてDow ChemicalのCalibre 303EPペレットから、単一ポリカーボネート基材フ
ィルムを調製した。これをサンプル２－２とした。サンプル２－３は、サンプル２－２上
に積層されたサンプル２－１の二層ＰＭＭＡ／ＰＣフィルムであった。
【００７８】
　試験を行って、これらの３つのフィルムサンプルの色度及び“Ｙ％”を測定した。その
結果は表２に示してある。
【００７９】

【表２】

【００８０】
　ＣＩＥ“ｘ”及び“ｙ”の色度座標は、当技術分野において用いられる認識されている
色標準によって、これらのフィルムを比較するのに有用である。前記座標は、工業の色度
必要条件を満たす目標蛍光黄緑色の座標と比較することができる。蛍光黄緑色に関するこ
れらの色座標は：（０．３８７，０．６１０），（０．４６０，０．５４０），（０．４
２１，０．４８６）及び（０．３６８，０．５３９）である。
【００８１】
　図５は、工業で要求される蛍光黄緑色の上記“ｘ”及び“ｙ”の色座標によって規定さ
れたカラーボックスのプロットを示している。この規定されたカラーボックス内の色度座
標（“ｘ”及び“ｙ”）を示すフィルムは、一般的に許容可能であると考えることができ
る。
【００８２】
　“Ｙ％”座標は、三次元であり、図５の二次元ボックスの２つの寸法の上に投影するよ
うに視覚化できる。一般的に、“Ｙ％”が大きければ大きいほど、蛍光度が大きいことを
示しており、したがって、本発明の文脈ではより好ましい。“ｙ”値は総輝度因子である
。“ｙ”値は、光を発光感覚へと転換する眼の効率によって重みが付けられる表面から放
射している光の量（普通のヒトの観察者によって視覚的に感知可能である電磁放射力）に
関する標準的な尺度である。“Ｙ％”は、標本の総輝度の、同じ条件下で発光され観察さ
れた完全拡散体の総輝度に対する割合であると規定される。
【００８３】
　図５から、単一ＰＭＭＡフィルムは、蛍光黄緑色カラーボックスの“ｘ”及び“ｙ”座
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標内に入らず、単一ＰＣフィルムは前記カラーボックス内の境界線近くであることが分か
る。驚くべきことに、許容不可能な又はかろうじて許容可能な“ｘ”及び“ｙ”座標を有
するこれら２つのフィルムから作製された二層フィルムは、目標とする“ｘ”及び“ｙ”
座標内にはるかに容易に入る二層フィルムを提供する。ｘ値は、二層フィルムを構成して
いる２つのフィルムの“ｘ”値の単なる平均ではないことが興味深い。更に驚くべきこと
に、“ｙ”値は、それぞれ一つの層のそれよりも高く、それは、屋外曝露中に、必要とさ
れるカラーボックス内側の色を維持するために重要である。例えば、単一ＰＣフィルムの
場合、屋外曝露時の小さな色ずれによって、このフィルムの色は、必要なカラーボックス
の外側の色になってしまう。
【００８４】
　“Ｙ％”パラメーターに関して、二層フィルムは、好ましい値を有したままの蛍光黄緑
色の退色を提供する。二層フィルムの“Ｙ％”は、個々のフィルムの２つの“Ｙ％”値の
平均に比べて大きい。
【００８５】
　実施例３
　公知の型押し技術を用いて図１に一般的に図示してある構造を提供することによって、
実施例２のフィルムを、再帰反射性道路標識シートに変えた。この型押し技術では、複数
のマイクロプリズムコーナーキューブ要素を、蛍光フィルムの背面中に直接形成した。次
に、繰り返しセルパターンで型押しされたフィルムに対して白色バッキングフィルムを結
合させることによって完成再帰反射性シートを作製した。完成再帰反射性シートの色座標
（“ｘ”，“ｙ”）及び発光因子（“Ｙ％”）の値は、表３に示してある。比較するため
に、市販されている蛍光黄緑色物品の“ｘ”、“ｙ”及び“Ｙ％”も示してある。この場
合特に興味深いのは、二色層ＰＭＭＡ／ＰＣ物品に関する“Ｙ％”値である。その“Ｙ％
”は、前記物品が含有しているいずれかのカラーフィルムに比べて、より高く、また、個
々のフィルムに比べて、市販の物品により近い。
【００８６】
【表３】

【００８７】
　表３の“ｘ”及び“ｙ”の値は、図６にプロットしてあり、図５の同じ工業標準蛍光黄
緑色カラーボックスも一緒に図示してある。無比較物品の座標は、図５における同じフィ
ルムの座標に比べて、図６ではいくぶん異なっている。これは、生フィルムによって示さ
れた座標と再帰反射性道路標識へと変えられたフィルムによって示された座標との間の予
期される色ずれを示している。表３及び図６から分かるように、本発明による二色層物品
は、このタイプの物品で達成しようとしている標準と考えることができる現在市販されて
いる物品に近い色度及び“Ｙ％”値を有する。二層物品を構成している単一層物品のいず
れの層も、それ単独では、所望の色及び“Ｙ％”の座標を有する蛍光黄緑色再帰反射性シ
ートを達成するには不適当であると考えられる。こりらの単一蛍光黄緑色ＰＭＭＡ層又は
ＰＣ層のいずれかから作製された再帰反射性シートの色度は、この物品に所望の目標を提
供する現存の物品の色度からはかなりかけ離れている。
【００８８】
　実施例４
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　同じ蛍光染料を用いて、すなわちHuron Yellow D-417を０．０６重量％用いて、２つの
単一層フィルムを調製した。ポリマー基材の１つはポリカーボネートCalibre 303-EPであ
り、他のポリマーは、Cyro Acrylite Plus ZK-V-001Eから作られたアクリル基材であった
。着色されたポリメチルメタクリレートは、ほんの２００時間の促進屋外曝露の後に過剰
な退色を示した。ΔＥ＊は３６．７０であり、ホストであるアクリル基材における蛍光染
料の耐光性が極めて不良であったことを示している。この結果に反して、同じベンゾチア
ジン染料は、ポリカーボネート樹脂においてはるかに良好な耐光性を示し、ポリカーボネ
ート樹脂は、この蛍光染料用の好適なホストであることが分かった。ポリカーボネートフ
ィルムに関して、促進エージング２００時間では、ΔＥ＊はわすが２．５５であり、５０
０時間では、９．８９であり、１０００時間では１２．２６であった。
【００８９】
　実施例５
　厚さ６ミルのポリメチルメタクリレートフィルムを調製した。前記フィルムは、Lumofa
st Yellow D150染料を０．８重量％、Lowlite 22 ＵＶ吸収体を１．０重量％、及びLowli
te 62 ＨＡＬＳ成分を０．５重量％含有していた。光透過率データを記録した。そのデー
タは光透過曲線として図７にプロットしてある。４６０ｎｍ未満の光の殆ど全てが、染料
及びＵＶ吸収体が存在していたが故に前記フィルムによって遮断されたことが注目される
。本実施例は、蛍光黄緑色ＰＭＭＡフィルムが、他の蛍光着色されたフィルムのための強
力な光遮断物であることを示しており、本発明による上層としてのその有効性を示してい
る。
【００９０】
　実施例６
　蛍光黄緑色上層フィルムは、実施例１のサンプル１－１と同じ配合物を用いて調製した
。このポリメチルメタクリレートフィルムをサンプル４－１とした。アクリル樹脂ペレッ
ト（Atohaas VO-45，Atohaasの商標）を、オレンジ色の蛍光チオキサンテン染料、すなわ
ちMarigold Orange D-315（Day Gloの商標）０．２５重量％、Tinuvin 234 ＵＶ吸収体１
重量％及びTinuvin T-144 ＵＶ吸収体と配合することによって、蛍光オレンジ色ＰＭＭＡ
下層フィルムを作った。このサンプルをサンプル４－２－１した。二層物品は、サンプル
４－２－１フィルム上にサンプル４－１フィルムを積層することによって調製した。この
サンプルはサンプル４－２－２とした。
【００９１】
　別のオレンジ色下層フィルムをＰＭＭＡ基材で調製した。アクリル樹脂はPlexiglas PS
R-9（Atofinaの商標）であり、それと一緒に、BASFから市販されているペリレンイミド蛍
光染料、すなわちLumogen F Orange 240を０．２重量％及びLumogen F Red 300を０．０
２５重量％用いた。これをサンプル４－３－１とした。サンプル４－３－１下層上にサン
プル４－１上層を積層することによって二層フィルムを調製した。これをサンプル４－３
－２とした。
【００９２】
　これらの単一層フィルムのそれぞれ、及び二層物品の両方の層を、一般的に実施例１に
したがう促進エージングに曝露した。その結果は表４に記録してある。
【００９３】
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【表４】

【００９４】
　単一層ＰＭＭＡ ＦＹＧ フィルムに関するキセノンアーク耐候性試験から得られたΔＥ
＊は、実質的に常に悪かった。単一層サンプル４－２－１は常に不良であり、単一層サン
プル４－３－１は、長時間の耐候性試験に耐えられなかった。しかしながら、二層物品で
は、より良好な結果が得られ、サンプル４－３－２は特に有効であった。図１２は、ＶＯ
－４５ ＦＯフィルムを含む２つのサンプルに関する表４の結果をプロットしている。図
１３は、ＰＳＲ－９ ＦＯフィルム含有物品に関する結果をプロットしている。
【００９５】
　実施例７
　ＱＵＶ促進耐候性試験を、２つの異なる二層フィルム構造に関して行った。ＱＵＶとは
、ポリマーサンプルがＵＶ光下に曝露される促進耐候性試験機である。試験で用いた光ラ
ンプは、３４０ｎｍの光を放射した。用いた条件はＡＳＴＭ Ｇ ５３－８８に基づいてい
た。
【００９６】
　フィルム構造の一つは、ＰＭＭＡ／ＰＣ二層物品、すなわち実施例１のサンプル１－３
－２であった。他のサンプルは、実施例６のサンプル４－３－２、すなわちＭＭＡ ＦＹ
Ｇ／ＰＳＲ－９ ＦＯ二層物品であった。耐候性試験の結果は非常に良好であった。サン
プル１－３－２は、促進曝露時間２００時間でΔＥ＊が０．８３であっり、１５００時間
では１．６３であり、３０００時間では３．２３であった。サンプル４－３－２物品では
、２００時間におけるΔＥ＊は１．２７であり、１５００時間では３．８であり、３００
０時間では３．５６であった。これら値の全てが、光曝露に対する優れた耐久性を示唆し
ている。
【００９７】
　　実施例８
　多重フィルム層を有する蛍光黄色シートを調製する。上層は、Cyroから市販されている
Acrylite Plus ZK-V-001Eと、Day Gloから市販されているLumofast Yellow D1501を０．
８重量％と、ＵＶ吸収体を１重量％と、及びＨＡＬＳ成分を０．５重量％とから作られた
アクリル基材である。下層は、Cyroから市販されているAcrylite Plus Exp-140と、Lumog
en F Orange 240（BASFから市販されているペリレン染料）０．３重量％とから作られた
アクリル基材である。所望ならば、Lowlite 22，Tinuvin 234，及びTinuvinから選択され
るＰＵＶ吸収体を加える。必要であれば、Lowlite 62及びTinuvin 770から選択されるＨ
ＡＬＳ成分も加えることができる。
【００９８】
　実施例９
　多重フィルム層を有する別の蛍光黄色シートを調製する。上層は、Cyroから市販されて
いるAcrylite Plus EXP-140と、BASFから市販されているLumogen F Orange 240を０．１
６重量％とから作られたアクリル基材である。下層は、Acrylite Plus EXP-140と、BASF
から市販されているLumogen F Yellowを０．３重量％とから作られたアクリル基材である
。所望ならば、Tinuvin 234，Tinuvin P，Uvinul 3049，及びLowlite 22から選択される
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ＵＶ吸収体を加える。必要であれば、ＨＡＬＳ成分、典型的にはLowlite 22，Tinuvin 77
0，及びTinuvin 622も加えることができる。
【００９９】
　実施例１０
　多重フィルム層を有する蛍光黄緑色シートを調製する。上層は、日本国のUnitikaから
市販されているU-Polymer U-6000と、Day Gloから市販されているLumofast Yellow 3Gを
０．８重量％とから作られたポリアリレートを含むポリマーブレンド基材である。ＵＶ添
加剤は必要無い。下層は、ポリカーボネートと、Huron Yellow D417を０．０５％とから
作られたポリカーボネート基材である。ＵＶ添加剤は必要無い。
【０１００】
　実施例１１
　ポリカーボネートペレット（Makrolon 3108，Bayerの商標）と、ベンゾチアジン蛍光染
料（Huron Yellow D-417，Day Gloの商標）０．０９重量％と、更に一緒に、ベンゾトリ
アゾールＵＶ光吸収体（Tinuvin 1577，Ciba Geigyの商標）１．５重量％を配合すること
によって、ポリカーボネート基材の蛍光黄緑色上層フィルムを調製した。この単一層ＰＣ
をサンプル５－１とした。
【０１０１】
　蛍光オレンジ色ポリメチルメタクリレート下層フィルムは、アクリル樹脂（PSR-9，Aut
ofinaの商標）と、ペリレンイミド蛍光染料（Lumogen F Orange 240，BASFの商標）０．
１７５重量％とを配合することによって、作った。この単一ＰＭＭＡフィルムをサンプル
５－２－１とした。サンプル５－２－２は、サンプル５－２－１上サンプル５－１の多重
フィルムラミネートであった。
【０１０２】
　別のオレンジ色ＰＭＭＡ下層フィルムを、サンプル５－２－１と同じアクリル樹脂と、
Lumogen F Orange 240蛍光染料を０．１３６重量％と、及びLumogen F Red 300（ペリレ
ンイミド染料、BASFの商標）０．００２５重量％とから調製した。これはサンプル５－３
－１とした。サンプル５－３－２は、サンプル５－３－１上に積層されたサンプル５－１
の多重層フィルムであった。
【０１０３】
　試験を実施して、これら５つのフィルムサンプルについて色度及び“Ｙ％”を測定した
。その結果を表５に示す。
【０１０４】
【表５】

【０１０５】
　ＣＩＥ“ｘ”及び“ｙ”色の色度座標は、工業において用いられ認識されている色標準
とこれらのフィルムを比較するのに有用である。それらは、工業の色度必要条件を満たす
目標蛍光黄色の色度座標と比較できる。蛍光黄色に関する色座標は：（０．４７９，０．
５２０），（０．４４６，０．４８３），（０．５１２，０．４２１）及び（０．５５７
，０．４４２）である。色規格限界（Color specification limitations）は、官報Vol. 
67，No. 147,49569で公開されている２００２年７月のＦＨＷＡの最終規則制定において
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規定されている。
【０１０６】
　図１４は、上記したこれらの“ｘ”及び“ｙ”色座標によって規定される工業で要求さ
れる蛍光黄色カラーボックスのプロットが示してある。この規定されたカラーボックス内
の色度座標（“ｘ”及び“ｙ”）を示すフィルムは、一般的に許容可能であると考えるこ
とができる。
【０１０７】
　“Ｙ％”座標は、三次元であり、図１４の二次元カラーボックスの２つの寸法の上に投
影するように視覚化できる。一般的に、“Ｙ％”値が大きければ大きいほど、蛍光度が大
きいことを示しており、したがって、本発明の文脈ではより好ましい。“Ｙ％”値は、既
に説明したように総輝度率である。
【０１０８】
　図１４から、単一ＰＣフィルム及び単一アクリルフィルムは、蛍光黄緑色カラーボック
スの“ｘ”及び“ｙ”座標内に入らなかったことは明らかである。また、このプロットは
、所望の蛍光黄緑色が、蛍光黄緑色フィルムと蛍光オレンジ色又はオレンジ色／赤色フィ
ルムの２つの組合せによって達成されたことも明確に示している。驚くべきことに、許容
不可能な“ｘ”及び“ｙ”座標を有するこれら単一のフィルムから作製された二層フィル
ムの双方は、目標とする“ｘ”及び“ｙ”座標内に容易に入る二層フィルムを提供した。
それぞれのｘ値は、明確に、二層フィルムを構成している２つのフィルムの“ｘ”値の単
なる平均ではないことが興味深い。
【０１０９】
　実施例１２
　アクリル樹脂、すなわち、その中に、Day Gloから市販されているベンゾキサンテン蛍
光染料であるLumofast Yellow D-150が０．６重量％混和されているPSR-9樹脂ペレットを
組合せることによって、単一層黄緑色ポリメチルメタクリレートフィルム基材を調製した
。これをサンプル６－１とした。次に、蛍光オレンジ色アクリルフィルムである別のＰＭ
ＭＡ基材フィルムを、PSR-9と、Lumogen F Orange 240を０．１２３重量％と、及びLumog
en F Red 300ペリレンイミド染料を０．００５重量％とから調製した。これはサンプル６
－２とした。サンプル６－３は、サンプル６－２上に積層されたサンプル６－１の二層Ｐ
ＭＭＡ／ＰＭＭＡフィルムであった。
【０１１０】
　試験を行って、これらの３つのフィルムサンプルに関して色度及び“Ｙ％”を測定した
。その結果は表６に示してあり、図１５にはそのプロットが示してある。
【０１１１】
【表６】

【０１１２】
　ＣＩＥ“ｘ”及び“ｙ”色度座標を用いて、実施例１２に示した色標準とこれらのフィ
ルムを比較した。２つの単一ＰＭＭＡフィルムのそれぞれは、蛍光黄色カラーボックスの
座標内に入っていなかったが、これらのＰＭＭＡフィルムから成る２つのフィルムの組合
せたものは、蛍光黄色カラーボックスの座標内にはっきりと入っていたことはこれらのデ
ータから明らかである。驚くべきことに、ＰＭＭＡ／ＰＭＭＡフィルムの“ｘ”値は、そ
の各フィルムの“ｘ”値の単なる平均ではない。
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　実施例１３
　公知の型押し技術を用いて図１に一般的に示してあるような構造を提供することによっ
て、実施例１１及び実施例１２の二層フィルムを、再帰反射性道路標識シートにした。こ
の型押しプロセスでは、複数のマイクロプリズムコーナーキューブ要素を、下層フィルム
の背面中に直接形成した。次に、白色のバッキングフィルムを、繰り返しセルパターンを
有する型押フィルムに結合させることによって完成再帰反射性シートを作製した。
【０１１４】
　完成再帰反射性シートの色座標（“ｘ”，“ｙ”）及び輝度率（“Ｙ％”）の値は、図
７に示してあり、それをプロットしたグラフが図１６である。サンプル７－１は、サンプ
ル５－２－２ＰＣ／ＰＭＭＡフィルムから作られた再帰反射性シートである。サンプル７
－２は、サンプル５－３－２　ＰＣ／ＰＭＭＡフィルムから作られる。サンプル７－３は
、サンプルＰＭＭＡ／ＰＭＭＡフィルムから作られる。
【０１１５】

【表７】

【０１１６】
　図１６は表７の“ｘ”及び“ｙ”の値をプロットしたものであり、図１４及び１５の同
じ工業標準の蛍光黄色カラーボックスと関連している。その座標は、所望の蛍光黄色を有
する再帰反射性シートが、本実施例の二層化された再帰反射性フィルムのそれぞれによっ
て、達成されたことを明確に示している。
【０１１７】
　実施例１４
　本実施例は、上層が蛍光黄緑色ポリカーボネートである実施例１３にしたがって作られ
た蛍光黄色再帰反射性シートの耐久性を示している。下層は、蛍光オレンジ色アクリルフ
ィルムであった。サンプル８－１は、蛍光黄緑色ポリカーボネートの上に加えられたキャ
ップ層を有する再帰反射性シートサンプル７－２である。本実施例で用いられたキャップ
層は、“HBL-002”の商標でMitsubishi Rayon Corp.から市販されているアクリル３ミル
フィルムであった。
【０１１８】
　サンプル８－１に関して促進耐候性試験を実施した。前記サンプルを、　キセノンアー
クで促進された「ウェザロメーター」中に配置し、０／４５形態のHunter Lab LS-6000比
色計による通常の色測定によって退色量をモニターした。ＣＩＥＬＡＢ色差ΔＥ＊に関す
る結果を記録し、促進耐候性試験前に取られた初期の色の示度と、一定の耐候性試験時間
における色の示度とを比較した。記録されたΔＥ＊は、従来からの変色の測定法である。
ΔＥ＊が小さければ小さいほど、変色は小さく、耐久性が大きい。この促進エージング試
験の結果は、表８に記録してある。表８の耐候性試験の結果は、得られる蛍光再帰反射性
シートが極めて良好な耐久性を有していることを示している。
【０１１９】
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【表８】

【０１２０】
　実施例１５
　ポリカーボネートフィルムを調製した。前記フィルムは蛍光黄緑色染料を含有していた
。光透過データを記録した。それらをプロットして光透過曲線として図１７に示してある
。蛍光黄緑色染料は５１０ｎｍ以下の光を吸収することが注目される。したがって、蛍光
黄緑色染料は、ＵＶ光（２８０ｎｍ～３８０ｎｍと既定される）及び多くの可視光（３８
０ｎｍ～７８０ｎｍと既定される）を遮断する。本実施例では、蛍光黄緑色上層フィルム
が、下層内の蛍光着色フィルムを含む他の蛍光着色フィルムのための強力な光遮断物であ
ることが示されており、また本発明にしたがう上層としてのその有効性が示されている。
また、本実施例では、このタイプの上層の有利な追加のスクリーニング特性により、下層
中へと、色耐久性の観点からは比較的不安定であると考えられる多くの蛍光染料を混和で
きることも示されている。
【０１２１】
　説明してきた本発明の態様は、本発明原理のいくつかの用途の例示であることが理解さ
れる。本発明の精神及び範囲から逸脱せずに、当業者は、多くの改良を行うことができる
。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】蛍光染料を含む上層、及び着色剤と、その中に形成された再帰反射性要素とを有
する下層を示している多重着色フィルム層を有する蛍光シートの横断面図である。
【図１Ａ】透明なマイクロプリズム再帰反射性要素上にある、多重着色フィルム層を有す
る蛍光シートの横断面図である。
【図２】多重フィルム層を有し外部補助保護層を含む蛍光シートの横断面図である。
【図３】多重フィルム層を有する蛍光シートが密閉レンズ型構造上に配置されている本発
明の密閉レンズ型再帰反射性シート材料態様の横断面図である。
【図４】多重フィルム層を有する蛍光シートが封入レンズ型構造上に配置されている本発
明の封入レンズ型再帰反射性シート材料態様の横断面図である。
【図５】目標蛍光黄緑色値に関する、フィルム構造用のＣＩＥ １９３１標準表色系に基
づく「ｘ」及び「ｙ」色度値のプロットである。
【図６】目標蛍光黄緑色値の上層に関する、再帰反射性シートタイプ用のＣＩＥ １９３
１標準表色系に基づく「ｘ」及び「ｙ」色度値のプロットである。
【図７】本発明によるフィルム成分の遮光性を図示している蛍光黄緑色アクリルの光透過
曲線である。
【図８】特有なフィルムと、蛍光ポリマー基材上層を有する特有なフィルムとに関する様
々な曝露効果を図示している、促進屋外曝露時間又は人工屋外曝露時間に対する色ずれ度
のプロットである。
【図９】特有なフィルムと、ＵＶ吸収体を含む下層フィルムを有する蛍光ポリマー基材上
層を有する特有なフィルムとに関する様々な曝露効果を図示している、促進屋外曝露時間
又は人工屋外曝露時間に対する色ずれ度のプロットである。
【図１０】特有なフィルムと、下層がＵＶ吸収体及びＨＡＬＳ成分を含む蛍光ポリマー基
材上層を有する特有なフィルムとに関する様々な曝露効果を図示している、促進老化時間
又は人工老化時間に対する色ずれ度のプロットである。
【図１１】特有なフィルムと、下層がＨＡＬＳ成分を含む蛍光ポリマー基材上層を有する
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特有なフィルムとに関する様々な曝露効果を図示している、促進老化時間又は人工老化時
間に対する色ずれ度のプロットである。
【図１２】単一層黄緑色蛍光アクリルフィルムに関する、ならびにオレンジ染料を含むポ
リマー基材上に前記フィルムを上層として有するシートに関する、促進老化時間又は人工
老化時間に対する色ずれ度のプロットである。
【図１３】単一層黄緑色蛍光アクリルフィルムに関する、ならびに図１２とは異なるオレ
ンジ染料を含むポリマー基材上に前記フィルムを上層として有するシートに関する、促進
老化時間又は人工老化時間に対する色ずれ度のプロットである。
【図１４】目標蛍光黄色値に関する、フィルムの「ｘ」及び「ｙ」色度値のプロットであ
る。
【図１５】目標蛍光黄色値に関する、フィルムの「ｘ」及び「ｙ」色度値のプロットであ
る。
【図１６】目標蛍光黄色値に関する、再帰反射性フィルムの「ｘ」及び「ｙ」色度値のプ
ロットである。
【図１７】本発明によるフィルム成分の遮光性を図示している蛍光黄緑色ポリカーボネー
トの光透過曲線である。

【図１】

【図１Ａ】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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